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中国における社会公益活動にソーシャルメディアの 
募金プラットフォームが果たす役割
─ 「微博」（ウェイボー）の微公益による募金活動を中心にして ─
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［要旨］
中国では 2000 年代から、インターネットが普及し、2016 年 12 月の時点で、
インターネットの普及率は 53.2％に達し、つまり 7.31 億人がインターネット
を利用している （1）。このインターネット環境が整っていることを前提にし、
ソーシャルメディアの機能を活用した募金プラットフォームが 2008 年の四川
汶川地震をきっかけに立ち上げられた。
本論文は、主に中国版ツイッターと呼ばれる微博を活用した微公益という
募金プラットフォームについてまとめた。募金プラットフォーム微公益での
情報発信の内容、微博ユーザーの反応、募金システムなどを調べた上、募金
活動が果たしてきた役割と発展してきた要因を明らかにした。
研究は、微公益、腾讯公益（テンセンコンイー）、轻松筹（チンソンチュウ）
という 3 つの中国の代表的なインターネットを通じた募金プラットフォーム
をアンケート調査の結果分析を通して比較した。その結果、微公益は募金プ
ラットフォームの評判の良さに加えて、実名認定性、愛心団によるチェック
システム、募金の使途等の社会公益活動の公開という透明性が発展要因であ
ることがわかった。また公に呼びかけ募金を募る微公益と知人の呼びかけで
募金を募る腾讯公益、轻松筹の違いも明らかになった。
最後にソーシャルメディアを通じた募金プラットフォームが、今後募金を
拡大させるために取り組むべき課題として、街頭募金や募金イベントの開催
などの提言をした。このように本研究はこれからの中国でのソーシャルメディ
アを通じた募金活動の発展に役立つと考える。
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1．はじめに
中国での慈善活動と寄付文化には長い歴史がある。慈善活動をする、弱者を助ける
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という思想は古代中国の儒家文化にもあった （2）。2011 年に起きた「郭美美红十字会事
件」は、募金の信頼性にダメージを与えた （3）。2012 年 2 月、微博の運営会社である新
浪微博が募金プラットフォーム「微公益」を設立した。2013 年 4 月 20 日に起きた四
川雅安地震などの災害時、微博は情報伝達が早く、情報拡散の範囲も広いため、救援
活動に役立った。さらに、微公益上に、多くの社会公益活動に取り組む民間の団体が
募金を呼びかけるホームページを立ち上げた。そこでは、救援活動の目的や内容、被
災地の状況と救援活動の進行などに関する情報が写真付きで逐次発信された。その結
果、関心を持った微博ユーザーから募金が集まり、救援・復旧に役立った。
2．現代中国での社会公益活動の環境について
1978 年に鄧小平国家副主席（当時）より提出された改革開放政策 （4）によって、経済
成長は一気に加速したが、沿海部と内陸部、都市と農村の所得格差や環境問題などが
深刻化し、国民の社会保障や失業者の問題などを解決しなければならなくなり、共産
党政府は、国内外の様々な社会組織と協力し、問題解決のために力を入れるようになっ
た （5）。また、1990 年代後半から、国有企業の福祉サービス制度を整えるため、政府は
市場メカニズムによって調整する福祉サービスの提供を都市部から試み、同時に基金
会など社会組織による非営利的な福祉サービスの提供も始まった。
中国の政府機関である民政部は、社会組織を①社会団体、②民弁非企業単位、③国
際性社会組織、④基金会の 4 種類に分けている。「基金会管理条例」では、公衆に寄
付を募ることができる基金会（公募基金会）と公衆に寄付を募ることができない基金
会（非公募基金会）に分けられている。2004 年に新しい「基金会管理条例」が施行さ
れて以来、基金会の数は急増してきた。2008 年末時点では 1,597 団体しかなかったが、
2016 年末には 5,559 団体まで増え、公募基金会と非公募基金会には個人や各企業から
625.5 億元（約 10.67 兆円）の寄付金が寄せられた （6）（図 1）。
本論文で述べる募金プラットフォーム微公益では、社会公益活動を行う基金会が募
金を呼びかけるホームページを設置し、集まった募金を使って現地で支援活動を行う
形となるので、それらの基金会は公募基金会に該当する。
3．本論文の作業仮説
本論文の作業仮説は二つである。①微公益が発展してきた要因の中で、最も重要な
のは、「募金の使われ方などの情報の透明性が高い」という点、②愛心団のような募金
の審査組織があることと、微博の実名認定された個人や団体しか募金を呼びかけられ
ないという仕組みが、募金を申し込む個人や団体からの情報に対するクロスチェック
を可能にし、募金プラットフォームとしての微公益の信頼性を高めている。この仮説
を文献調査、アンケート調査とインタビュー調査で検討した。
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4．微公益プラットフォームと愛心団
微公益プラットフォームは 2012 年 2 月に開設以来、個人救助（誰でも募金を申し込
める）、転送救助（微公益の募金プログラムの情報を、ある 1 人の微博ユーザーが転
送することによって、微公益が連携するスポンサー企業が 1 元を募金する）、微オーク
ション（微博ユーザーが微博上のオークションで売った物から得たお金を基金会に寄付
する）など 3 種のサービスが設けられた。ネットユーザーの有志たち約 3.68 億人がそ
れぞれの慈善意識を発揮する場、そして社会公益団体（基金会）の社会公益活動を支
援する場を提供した。本研究で取り上げる微公益のプログラムは、全て個人救助にな
る。ネットユーザーたち一人ひとりの小さな力が合わさって大きな社会貢献力となって
いる。そこでは、個人、企業、公益組織の WIN–WIN の関係が実現されている。現在、
微博上では、社会公益活動をすることは少数派の特権ではなく、だれでも微公益を通じ
て慈善という社会公益活動に参加をすることができるようになった。お金を集めたいと
いう募金の申し込みがきたら、まずは愛心団（後述）による審査をする。審査が通った
ら、微公益と連携をしている基金会が募金の受け皿となって責任を持って担当する。こ
の時点で新たな募金プログラムが立ち上がり、募金呼びかけの専用ページを微公益上に
設定し、微博のユーザーから募金を集められるようになる。微公益と連携している基金
会は既に国の民政部に登録され、信頼できる慈善団体と考えられる。なお、後に述べる
腾讯公益の運営基金会の腾讯公益慈善基金会も民政部に登録している。
微公益のホームページによると、微公益の仕組みには、愛心団という独特な団体が
ある。愛心団というのは、新浪微博で実名認定された個人ユーザーの集まりである。
マスメディアや政府機関や企業で働いている個人ユーザーや、その他一般の個人ユー
ザーは愛心団への加入を申し込むことができる。個人の略歴と微博でのフォロアー人
数などが確認され、許可された人のみが愛心団の団員となれる。団員の仕事は、微公
益での募金の呼びかけを希望して申し込んできた団体や個人からの応募情報の真実性
図 1　基金会の数
出典：『2012 年～2016 年社会服务发展统计公报』に基づき筆者作成
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などを分担して毎日チェックすることである。真実性が確認されたら、その募金の申
し込みは微公益上で一つの募金プログラムとして認められ、専用のホームページが設
置され、2 か月間の募金の呼びかけが始まる。愛心団の活動は無償で、社会貢献した
い人の自主的なボランティア活動の一種と位置付けられる。愛心団の役割は、①募金
の申し込み内容の真実性を確認する②募金が集まってから開始された社会公益活動の
進行状況を確認する③社会公益活動のための募金呼びかけの情報を微博上で拡散する
ことである （7）。
微公益の特徴は募金活動の透明性が高いことである。募金がどれくらい集まって、
それがどのように使われたのかについて、詳しい情報が微公益上に逐次掲載される。
募金した人たちは、それを見て、自分の募金が社会公益活動の目的のためにちゃんと
使われているかどうかということを確認できる。
5．募金に関する 2 回のアンケート調査
中国の国民はソーシャルメディアを通じた募金に対してどのように認識しているの
かを知るために、中国のインターネット上で不特定多数を対象にアンケート調査がで
きるウェブサイト「問巻星、https://www.wjx.cn/」において、中国のソーシャルメ
ディアを通じた募金に関する中国国民の意識調査を行った。2017 年 7 月 14 日から 9
月 22 日まで、筆者はアンケート調査を実施した。317 名からの回答が得られた。アン
ケートの回答者が 300 名以上になったので、9 月 22 日に終了した。
また、インターネット募金の経験を持つ人の募金金額の幅や、インターネット募金
の信頼性に関する意識などについて、2017 年 11 月 26 日から 12 月 9 日まで追加アン
ケートを実施した。その結果 162 名からの回答が得られた。単純集計の分析に加えて、
三つのプラットフォームの相違点を知るため、クロス集計を行った。
（1）アンケート調査一回目の調査結果
①概要と募金目的の相違点
第 1 回のアンケートでは、インターネット募金の経験を持つ人は 155 名で、微公益
の利用者は 38 名である。微公益は各種の募金の中で利用者の募金目的の偏りが一番少
ない。轻松筹で行われている募金はほぼ難病医療支援であり、かなりの偏りがあるこ
とが明らかになった。腾讯公益での募金は自然災害救援、難病医療支援、そして貧困
児童の就学支援以上 3 種の分野の比重が著しい（表 1）。
②実名認定の信頼性について
「募金プラットフォームを使っている人は運営会社による実名認定されている」を一
番重要だと思っている人は、各プラットフォームの割合から見ると、微公益は 13 名で、
全体の 34.2％である。轻松筹は 20 名で、全体の 47.7％である。腾讯公益は 27 名で、
全体の 37.5％である。よって、轻松筹の利用者にとっては、「募金プラットフォームを
使っている人は運営会社による実名認定されている」ということは、インターネット
募金の信頼性に繋がると思う傾向があると考えられる（表 2）。
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③募金の支払の確認による信頼性の判断ついて
「集まった募金は社会公益活動をする団体に支払われていることを確認できるような
報告がある」を一番重要だと思っている人の割合を各プラットフォーム別に見ると、微
公益は 6 名で、全体の 15.8％である。轻松筹は 8 名で、全体の 19％である。腾讯公益
は 21 名で、全体の 29.1％である。よって、腾讯公益の利用者にとっては、「集まった
募金は社会公益活動をする団体に支払われていることを確認できるような報告がある」
表 1　各募金プラットフォームの利用者はどんな目的の活動に募金したかについて
微公益 轻松筹 腾讯公益 その他 合　計
自然災害救援 13（34.2％）  1（ 2.4％） 15 （20.8％） 0 29 
難病医療支援  6（15.8％） 31（73.8％） 22（30.6％） 2 61
貧困児童の就学支援 11（29％）  7（16.7％） 29（40.3％） 0 47
文化財の保護  3（ 7.9％）  1（ 2.4％）  1（ 1.4％） 0 5
自然保護  2（ 5.3％）  1（ 2.4％）  3（ 4.2％） 1 7
動物保護  3（ 7.9％）  1（ 2.4％）  1（ 1.4％） 0 5
お寺の維持  0  0  1（ 1.4％） 0 1
合　計 38 42 72 3 155
筆者作成
表 2　各募金プラットフォームの利用者にとってインターネット募金が信頼できる一番重
要な要素は何かについて
微公益 轻松筹 腾讯公益 その他 合　計
募金プラットフォームの運営
会社の評判がいい 11（28.9％）  5（11.9％） 15（20.8％） 0 31
募金プラットフォーム（微公
益）を使っている人は運営会
社による実名認定されている
13（34.2％） 20（47.6％） 27（37.5％） 0 60
集まった募金は社会公益活動
をする団体に支払われている
ことを確認できるような報告
がある
 6（15.8％）  8（19％） 21（29.1％） 0 35
社会公益活動をする団体は募
金を受け取って各プログラム
を完結させたことの結果の報
告がある
 5（13.2％）  5（11.9％）  6（ 8.3％） 2 18
社会公益団体の活動情報は各
募金のプログラムのページで
逐一公開される。
 3（ 7.9％）  4（ 9.5％）  3（ 4.2％） 1 11
合　計 38 42 72 3 155
筆者作成
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ということがインターネット募金の信頼性に繋がると思う傾向があると考えられる。
④募金の使途の確認による信頼性の判断ついて
「募金プラットフォームで募金を呼びかける社会公益団体の各プログラムのページで
公開された募金の使途」によってインターネット募金の信頼性を判断する人は、各プ
ラットフォームの差はあまりなかった。腾讯公益は 21 名で 29.2％である。轻松筹は
12 名で 28.6％である。そして微公益は 8 名で 21.1％である。　
⑤社会公益団体のホームページによる信頼性の判断について
「募金を呼びかける社会公益団体のホームページの内容」によってインターネット募
金の信頼性を判断する人は、腾讯公益が一番多く、8 名で全体の 11.1％である。次は
微公益の 4 名で全体の 10.5％である。轻松筹はわずか 2 名で、全体の 4.8％である。
⑥ネット上の書き込みによる信頼性の判断について
「ネット上の書き込み」を見て判断する人は少なく、微公益と腾讯公益を合わせて 3
名で、轻松筹の利用者はいない。轻松筹で行われている募金は主に難病支援であり、
その上、WECHAT（中国最大人気 SNS の 1 つ）を通じで募金の情報を発信しているの
で、「周囲の人のくちこみ」によってインターネット募金の信頼性を判断していると考
えられる（表 3）。
（2）アンケート調査二回目の調査結果
①募金金額および信頼性について
募金金額について調査した。微公益の利用者では、一番多く募金したのが「31 元～
表 3　各募金プラットフォームの利用者はどうやってインターネット募金の信頼性を判断
するかについて
微公益 轻松筹 腾讯公益 合　計
自分で判断する  9（23.7％） 11（26.2％） 10（13.9％） 30
募金プラットフォームの評判 14（36.8％） 12（28.6％） 32（44.4％） 58
募金プラットフォームで募金を呼び
かける社会公益団体の各プログラム
のページで公開された募金の使途
 8（21.1％） 12（28.6％） 21（29.2％） 41
募金を呼びかける社会公益団体の
ホームページの内容  4（10.5％）  2（ 4.8％）  8（11.1％） 14
ネット上の書き込み  2（ 5.3％）  0  1（ 1.4％） 3
周囲の人のくちこみ  1（ 2.6％）  4（ 9.5％）  0 5
その他  0  1（ 2.4％）  0 1
合　計 38 42 72 152
筆者作成
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50 元」（530 円～850 円）の枠で、6 名で全体の 35.3％を占めている。その 6 名は学生 2
名、会社員 3 名と公務員の 1 名である。年齢層は 18 歳～40 歳の間である。募金プラッ
トフォームの透明性と信頼性を上げるためにはどうすればよいかという質問に対して、
「募金をする側と、募金によって社会公益活動をする側と、その活動による支援を受け
る側の、それぞれの立場の人たちが対話と交流ができる場を募金プログラムのホーム
ページに設ける」という意見に 4 人が賛同してくれた。31 元～50 元は比較的に募金し
やすい金額だと考えられる。この金額を募金した利用者の意見の対話できる場を設け
たら募金をより集められるのではないかと考えられる。
腾讯公益の利用者では、多く募金した金額が「31 元～50 元」と「51 元～70 元」の
各 8 名で合わせて 16 名で全体の 43.2％を占める。次は「71 元～100 元」の 7 人で全体
の 18.9％である。最多の「100 元～300 元」の間で募金した人も 3 名で、この 3 名の個
別解答データを確認した。現在のインターネット募金は信頼できるかという質問に対し
て、3 名とも信頼できると思い、募金プラットフォームの透明性と信頼性を上げるため、
3 名とも対話できる場を設けたらよいと考えている。やはり筆者のこの提案は信頼性と
透明性を上げるために役立つと考えられる（筆者の個々の提案内容は表 6 参照）。
轻松筹の利用者では、一番多く募金したのが「10 元～30 元」の枠である。10 名で
全体の 45.5％である。その他には「71 元～100 元」の間で募金した人は 6 名で全体の
27.3％を占めている。このような結果から、轻松筹の利用者は WECHAT を通じて知
り合いが転送した募金プログラムの情報を見ているので、知り合いが募金したから信
用して募金する場合が多いと考えられる。「101 元～300 元」の間で募金した人は 1 名、
会社員で 30 代の人である。この人は現在のインターネット募金が信頼できると思い、
募金プラットフォームの運営会社の評判によって判断している（表 4）。
②微公益利用者の信頼性判断について
微公益の利用者は、募金プラットフォームの運営会社の評判によって信頼性を判断
する人が一番多く、6 名で全体の 35.3％である。微公益の利用者にとっては、微博の
評判がよかったのでインターネット募金を利用した可能性がある（表 5）。
表 4　募金の金額について
微公益 轻松筹 腾讯公益 合　計
10 元以下  4 （23.5％）  0  6（16.2％） 10
11 元～30 元  4（23.5％） 10（45.5％）  5（13.5％） 19
31 元～50 元  6（35.3％）  4（18.2％）  8（21.6％） 18
51 元～70 元  2（11.8％）  1（ 4.6％）  8（21.6％） 11
71 元～100 元  0  6（27.3％）  7（18.9％） 13
101 元～300 元  1（ 5.9％）  1（ 4.6％）  3（ 8.1％）  5
合　計 17 22 37 76
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③インターネット募金の透明性と信頼性向上について
募金プラットフォームの利用者はインターネット募金の透明性と信頼性を高めるた
め、どうすればよいのかについては、3 つのプラットフォームの利用者とも「募金を
する側と、募金によって社会公益活動をする側と、その活動による支援を受ける側の、
それぞれの立場の人たちが対話と交流ができる場を募金プログラムのホームページに
設ける。」という筆者の提案に賛同してくれた人が最多であった。
微公益の利用者の 17 名は 8 つの選択肢に計 43 票を寄せた。一番多く選ばれた選択
肢は筆者の提案の募金プラットフォームで繋がっている人たちのコミュニケーション
をとれる場所を各募金プログラムに設けることである。10 票で全体の 58.8％である。
その次に選ばれたのは「一つの募金プログラムは一人の社会的有名人の担保や監視を
付ける。」と「詐欺募金を法律で厳しく裁く。」で、同じく 7 票で全体の 41.2％である。
「すでに信頼性と透明性は確保されているので、追加の対策は必要ない」という選択肢
は誰も選ばなかった。それはつまり募金プラットフォームの利用者は、微公益の信頼
性と透明性を高める必要があると考えているということである（表 6）。
（3）その他の分析
アンケート実施前、筆者は微公益を利用して寄付をした人数が一番多いと予想して
いた。しかし、アンケートの結果は異なり、腾讯公益の利用者が一番であった。そう
なった理由としては、以下のように考えられる。
①各募金プラットフォームによって、募金プログラムの情報拡散の媒体に違いがある
腾讯公益では主に QQ と WECHAT を通じて、募金プログラムの情報が拡散されて
いる。総務省の『平成 28 年版、情報通信白書』によると、中国で最も利用されている
表 5　各募金プラットフォームの利用者はインターネット募金が信頼できる理由について
微公益 轻松筹 腾讯公益 合　計
募金プラットフォームの運営会社の
評判がいい  6（35.3％）  6（27.3％）  6（16.2％） 18
募金を扱う基金会が信用できるから  1（ 5.9％）  2（ 9.1％）  9（24.3％） 12
集まった募金は社会公益活動をする
団体に支払われていることを確認で
きるような報告がある
 3（17.7％）  3（13.6％） 16（43.2％） 22
募金プログラムは基金会やそのほか
のチェックシステムにより事前に選
別されているから
 5（29.4％）  7（31.8％）  3（ 8.1％） 15
社会公益活動をする団体は募金を受
け取って各プログラムを完結させた
ことの結果の報告がある
 2（11.8％）  4（18.2％）  3（ 8.1％）  9
合　計 17 22 37 76
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ソーシャルメディアは WECHAT であり、その次が微博である （8）。
そして、轻松筹での募金プログラムは腾讯公益と同じく、WECHAT を利用して情報
発信をするので、轻松筹を使って寄付した人が 2 位となった。
微公益での募金プログラムは主に微博を通じて情報発信をするので、伝達範囲は当
然 WECHAT ほど広くないと考えられる。よって、微公益が 3 位となった大きな理由
として、募金プログラムの情報拡散の媒体（微博）の影響力が腾讯公益と轻松筹で行
われている募金プログラムの情報拡散の媒体（WECHAT）より弱いということがあげ
られる。
②プログラムの種類の違い
微公益は募金目的の偏りが少ないが、腾讯公益の募金プログラムの種類は、主に自
然災害や人為災害における救援・復旧活動、貧困家庭の難病医療支援、貧困家庭の子
どもの就学支援である。また、轻松筹の募金プログラムはほぼ貧困家庭の医療支援と
なっているので、募金目標額が自然災害や人為災害における救援・復旧活動より少な
いので、募金しやすいのではないかと考えられる（表 1 参照）。
③募金プログラム情報の受け手の違い
 前述したように、轻松筹と腾讯公益は同じく、WECHAT を利用して情報発信をす
表 6　募金プラットフォームの利用者はインターネット募金の透明性と信頼性を高めるた
め、どうすればよいかについて
微公益 轻松筹 腾讯公益 合　計
募金の使途を写真だけではなく、動画
で公開する。  6（35.29％）  9（40.91％） 10（27.03％） 25
募金をする側と、募金によって社会公
益活動をする側と、その活動による支
援を受ける側の、それぞれの立場の人
たちが対話と交流ができる場を募金プ
ログラムのホームページに設ける。
10（58.82％） 17（77.27％） 27（72.97％） 54
一つの募金プログラムは一人の社会的
有名人の担保や監視を付ける。  7（41.18％）  8（36.36％） 15（40.54％） 30
関連政府部門はインターネット募金を
監視・管理するように努める。  6（35.29％） 11（50.00％） 14（37.84％） 31
詐欺募金を法律で厳しく裁く。  7（41.18％） 10（45.45％）  8（21.62％） 25
募金の依頼の審査を厳しくする。  3（17.65％）  9（40.91％）  9（24.32％） 21
国はインターネット募金ができるプ
ラットフォームを指定する。  4（23.53％）
 7（31.82％）  9（24.32％） 20
すでに信頼性と透明性は確保されてい
るので、追加の対策は必要ない。  0  2（ 9.09％）  2（ 5.41％） 4
合　計 43 73 94 210
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るので、WECHAT で友達となっているユーザーは少なくとも面識のある人で、家族
や友人も WECHAT を通じて繋がっている。そのような「朋友圈」（モーメンツ）で誰
か自分が募金したという情報の転送を見かけたら、自分も募金する可能性が比較的高
いと考えられる。一方、微博を通じて情報発信する微公益では、ユーザーの間で面識
がない人が圧倒的に多い環境なので、誰かが募金したという情報の転送を見かけても、
自分が募金をする可能性が低いと考えられる。
6．愛心団メンバーへのインタビューによる微公益の問題点
2017 年 10 月 19 日に愛心団団員で微博ユーザー名「言論领袖」さんへインタビュー
を行い以下の点を明らかにした。
①微公益プラットフォームが人々に信頼されている原因は、愛心団のような審査団
体があることと、微博の実名認定された個人や集団しか募金を呼びかけられないとい
う 2 点のほかにも、プログラムの受け皿となる基金会や募金プラットフォームのスタッ
フがさらにチェックをすることが分かった。微公益のこのようなトリプル審査の制度
によって、募金の信頼性が保たれるのだと考えられる。
②個人救助の依頼は多重的な審査を通じて、微公益に載せてもらっても、募金が全
く集まらない募金プログラムがかなりあることである。愛心団団員はこれにショック
を受け、やめたいと思うときがあるという点である。これからは募金を呼びかける側
だけでなく、無償で社会貢献をしたいと思っている愛心団団員にも心のケアを行った
ほうがいいだろう。
7．結　論
（1）募金プラットフォーム微公益が発展してきた要因
微公益が発展してきた要因の中で、募金プラットフォームの運営会社の評判に加え
て最も重要なのは「募金の使われ方などの情報の透明性が高い」点だと考えられる、
募金の使途を逐一、各募金プログラムのホームページに載せることによって、透明性
が保たれているので、寄付をしたい人は安心して寄付できるようになっている。つま
り、微公益は信頼性のある募金プラットフォームとして発展してきたと言えよう。こ
の信頼性の形成には、①微博の実名認定制②愛心団によるチェックシステム③募金の
使途や募金を使った社会公益活動の進行状況をホームページに載せている三点が欠か
せないと思われる。
（2）微公益、腾讯公益、轻松筹による考察
二回のアンケート調査を通して、微公益、腾讯公益、轻松筹という中国の人気募金
プラットフォームの違いと特徴が分かった。
微公益の特徴は、募金プログラムの分野が一番充実していて、微博を通じて、中国
全国からの募金を集めることが期待される募金プラットフォームであると考えられる。
利用者にとって、募金プラットフォームの運営会社新浪微博の評判はよいと信頼され
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ており、「31 元～50 元」の間は利用者にとって一番募金しやすい金額であることが分
かる。今後はこの利用者層を増やしていくことを目指して、募金の使途をより詳しく
公開することが期待される。
腾讯公益の特徴としては、自然災害救援、難病医療支援、貧困児童の就学支援とい
う 3 つの分野の募金プログラムが多い点であり、QQ や WECHAT を通じて知り合いの
拡散という形で中国全国からの募金を集められるという点である。集まった募金の使
途などの情報の報告が充実していることで利用者から信頼され、今後は募金プログラ
ムの分野を増やし、利用者にもっと高額な募金をしてもらえるようになることが期待
される。
轻松筹は主に難病医療支援の募金を呼びかけるという特徴を持っている。WECHAT
を通じて知り合いの拡散という形で高額な募金を集められる募金プラットフォームだ
と考えられる。WECHAT を通じた知り合いに対する信頼性と募金プログラムの情報が
きちんとチェックされていることによって利用者に信頼されている。WECHAT という
媒体を通じて、より透明性を高めていくことが期待される。
（3）微公益が果たす役割
①募金される側
インターネットが普及する前、貧困家庭で生まれた子どもが難病を抱えている場合、
寄付を通じた医療支援を受けることは難しかった。そのまま子どもの病気を治すこと
を放棄する可能性はなくはなかった。インターネット環境が整っている今こそ、どん
な人でも支援を申し込めるようになった。小さな基金会や個人が金銭的な支援を受け
たい場合、募金プラットフォームへ募金の依頼をし、貧困家庭の場合は関連証明資料
を提出できれば、インターネットと募金プラットフォームの力を頼って、全国から多
くの募金を集められ、支援を受けられるようになった。
②募金する側　
中国红十字会の 2011 年に起きた不祥事（郭美美事件）により、中国の国民は昔一番
信頼していた中国红十字会を信頼できなくなった。募金したい人がいても、どこを信
頼して募金してよいかが分からなくなった。この不信感を克服するために近年発展し
てきたインターネット募金が、募金の使われ方などの情報をしっかり公開しているこ
とによって信頼されているようになり、利用者を増やし中国での社会公益活動に役立っ
ている。
募金できない、あるいはしにくい人に対しても、微公益は「社会公益活動をするこ
とは少数派の特権ではなく、誰でも微公益を通じて慈善という社会公益活動に参加で
きるようにしたい」という理念を掲げている。それは人々に社会公益活動を身近なも
のとして感じてもらいたいからであり、微公益を通じた募金という一種の社会参加を
促すことにつながっている。
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8．募金という社会公益活動に参加する人を増やすためへの提言
インターネット募金の利用者を増やすために、普段インターネットを見ない人、イ
ンターネットを見ても募金プラットフォームのことを知らない人がいるという点と、
なかなか募金が集まらないプログラムもあるという点に着目した上で、次のような改
善案を考えてみた。
①日本の街頭募金という募金スタイルを導入して、街頭で微公益のような募金プラッ
トフォームを紹介し、その場で通りかかった人たちにチラシを渡したりして、今まで
の微公益の実績を見せる。募金の使途が分かるなら、インターネット募金の認知度が
上がるし、募金プラットフォームの利用者も増すと考える。2 回目アンケートの自由
記述にもインターネット上で募金を呼びかけ、街頭でインターネット上での募金プロ
グラムの補助をやってほしいという声があった。
②アメリカと日本のような募金イベントを開催する、あるいは募金の日を決める。周
知のように、アメリカは寄付大国であり、毎年様々なオンラインファンドレイジングの
イベントが開催され、その日はかなり高額の募金が集まり、様々な社会公益活動に使わ
れる。日本でも日本テレビの「24 時間テレビ」という募金を呼びかけるテレビイベント
番組が 40 年にわたって、約 373 億円を集めてきた （9）。よって、中国でも慈善の日や募金
の日を微博や WECHAT などソーシャルメディアが設定して、募金イベントを開催した
ら、より多くの人が関心を抱いて募金活動に参加するようになると考える。
本研究は中国のインターネット募金についてまとめたが、日本でもインターネット
募金が普及し、より多くの慈善活動が展開できることに本論文が寄与できれば幸いで
ある。
■註
（1） CNNIC（中国互联网络信息中心）が発表した「第 39 次中国互联网络发展状况」（「第 39 次
中国インターネット情報状況」）によると、2016 年 12 月の時点で、インターネットの普及
率は 53.2％に達し、7.31 億人がインターネットを利用している。  
http://www.cnnic.net.cn/hlwfzyj/hlwxzbg/hlwtjbg/201701/t20170122_66437.htm（2017 年
3 月 7 日アクセス）
（2） 林延光、2014、「当代中国慈善公益募捐发展研究 ─ 兼与美国的比较」、湖南师范大学博士学
位论文、1–2
（3） 20 歳の郭美美という女性が赤十字商会商業総経理の肩書で自分のセレブぶりを自慢する写
真を微博で載せたことであった。写真だけであれば問題にならなかったが、郭美美の肩書
が赤十字商会商業総経理となっていたことで、そのセレブな生活の財源が赤十字に募金さ
れたお金ではないかと国民が疑いを持った。なお、红十字会は日本の赤十字にあたる
（4） 1978 年に鄧小平国家副主席（当時）の指導によって改革開放政策がとられた後、従来の
社会主義が中国型の社会主義市場経済体制（中国型の資本主義経済体制とも言える）に変
わった。「一部分の人が先に豊かになってもよい」という「先富論」が鄧小平副主席により
提唱され、経済発展が最優先されるようになった。その結果、中国社会では貧富の格差が
だんだん激しくなった。それだけではなく、環境汚染の問題も起きた。それらの問題を解
決するため、政府組織ではない、基金会など各種社会組織が慈善活動など社会公益活動に
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取り組むようになった。
（5） 李光国、2006、「中国市民社会現状」、千葉大学大学院人文社会科学研究科紀要、13 号、
178–179
（6） 中华人民共和国国务院令第 400 号、2004、「基金会管理条例」
（7） 微公益官网网站、http://gongyi.weibo.com/
（8） 総務省、2016、『平成 28 年版情報通信白書』「ソーシャルメディアの普及」  
http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h28/html/nc132220.html（2017
年 10 月 7 日にアクセス）
（9） 公益社団法人 24 時間テレビチャリティ委員会ホームページ  
http://www.24hourtv.or.jp/total/index.html（2017 年 12 月 18 日アクセス）
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